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第６章 目標事業量の設定 

目標事業量の設定にあたっては、アンケート調査等により把握した各事業のニーズに基

づき、流山市の地域特性を考慮した上で、新待機児童ゼロ作戦（平成20年７月27日厚生

労働省策定）の目標年次である平成29年度に達成されるべき特定事業の目標事業量をもと

に、平成26年度の目標事業量を設定しました。 

 

１ 特定事業について 

事業名 単位 事業内容 

平日昼間の保育サービス 

 ①通常保育事業  人、か所 保護者等が仕事等により家庭で十分に保育するこ
とができない就学前の児童に対し、適正な保育を
行う事業（８～11時間程度） 

夜間帯の保育サービス 

 ②延長保育事業 か所 保育時間の前後の延長需要に応えるための事業 

③夜間預かり（トワイ
ライトステイ）事業  

か所 保護者が仕事等の理由により恒常的に夜間に帰宅
するため、家庭における児童の養育が一時的に困
難となった場合に、その児童を児童福祉施設等に
通所させ、生活指導、夕食の提供等を行う事業 

④休日保育事業 か所 保育所入所児童の保護者が日曜、祝祭日等に就労
などにより、児童の保育が必要な場合、休日保育
実施園で休日保育を実施する事業 

⑤⑥病児・病後児保育事業 
 （派遣型・施設型）  

か所 保育所に通所中の児童等が病気の回復期にあり、
集団保育が困難な期間、その児童を保育所、病院
等に付設された専用スペース等において一時的に
預かる事業（病後児保育）などを行う事業 

○体調不良児対応型：保育中に体調不良となった
子どもを預かる事業（保護者が迎えに来るまでの
間，保育所の医務室等で，看護師等が安静に保育） 

○病児・病後児対応型：病気中(病児)または病気回
復期(病後児)の子どもを預かる事業 

⑦放課後児童健全育成事業 か所 保護者が仕事等により昼間家庭にいない小学校に
通う子どもたちに、遊びや生活の場を提供する事
業 

⑧地域子育て支援拠点事業  か所 以下を目的とした事業 
①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進 
②子育て等に関する相談・援助の実施 
③地域の子育て関連情報の提供 
④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 



 

 

 

 

⑨一時預かり事業  
 

か所 一時保育とは、保護者などがパート就労や病気、
その他の理由により、一時的・緊急的に幼児を保
育できなくなった場合、保育所で幼児を預かる制
度 

○非定形型保育サービス 
保護者の就労、就学などにより、家庭での保育が
断続的に困難な場合に利用 

○緊急保育サービス 
保護者の疾病、入院、冠婚葬祭などにより、家庭
での保育ができないときに利用 

○私的理由による保育サービス 
育児に伴う身体的、心理的負担を解消するために
利用 

⑩ショートスティ事業  
 

か所 保護者の疾病その他の理由により家庭において児
童を養育することが一時的に困難となった場合
に、児童養護施設その他の保護を適切に行うこと
のできる施設において一定期間、養育・保護を行
う事業 

⑪ファミリーサポートセン
ター事業 

か所 地域において育児の援助を受けたい人と行いたい
人が会員となり、育児について助け合う会員組織、
事業 



 

 

 

２ 目標事業量の設定方法について 

国は、「市町村行動計画を定めるに当たって参酌すべき標準」について、ニーズ調査等

により把握した各事業の需要に基づき、新待機児童ゼロ作戦の目標年次である平成29年

度に達成されるべき目標事業量を設定した上で、後期計画期間（平成22年度から平成26

年度までの期間をいう）の目標事業量については、当該平成29年度目標事業量の達成を

念頭に、現状のサービス基盤を踏まえつつ定めることとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     《設定イメージ》 
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（１）保育所などの受け入れ児童数を現在の200万人から100万人増やす。 

（２）小学１～３年生を対象にした学童保育も68万人から145万人増やす。 

 

2017年までの今後10年間で、保育所などの受け入れ児童数を、100万人増

やすなどの目標を設定しました。 

今後３年間を「集中重点期間」とし、保育所の整備のほか、自宅で子どもを預

かる保育ママの充実を進めていきます。  

新作戦は、働きながら子育てをしたい親の希望をかなえるため、保育サービス

を「質、量ともに強化する」としました。 

「新待機児童ゼロ作戦」とは・・・ 

 

具体的には・・・ 

 



 

 

 

３ 特定事業の目標設定 

（１）平日昼間の保育サービス 

通常保育事業（保育時間は７時から18時） 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

16 か所 

定員  1,640 人 

20 か所 

定員  2,119 人 

     

（２）夜間帯の保育サービス 

   延長保育事業 

延長時間 平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

30分 １ か所 ０ か所 

１時間 10 か所 ８ か所 

２時間 １ か所 １ か所 

３時間 １ か所 ４ か所 

４時間 ３ か所 ７ か所 

   夜間預かり（トワイライトステイ）事業 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

１   か所 １   か所 

 

（３）休日保育事業 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

２   か所 ３   か所 

 

（４）病児・病後児保育事業（施設型） 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

２   か所 ４   か所 

※派遣型は設定なし 

 

（５）一時預かり事業 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

７   か所 11   か所 



 

 

 

（６）ショートステイ事業 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

１   か所 １   か所 

 

（７）放課後児童健全育成事業（学童クラブ） 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

15   か所 17   か所 

 

（８）地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター） 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

10   か所 14   か所 

 

（９）ファミリー・サポート・センター事業 

平成21年度現状 平成26年度目標事業量 

１   か所 ２   か所 
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